




























































封筒は、小川が経営する小川写真製版所のもので 封筒の裏には、 「営業課目」として「写真撮影」 「不変色写真」「写真石版及印刷」 「写真銅版及印刷」 「原色写真銅版」 「コロタイプ印刷」 「写真版帖類各種」とあり、小川写真製版所が、当時、写真撮影、印刷、写真帖の制作といった、幅広い業務を行っていたことがわかる。小川一眞は明治二十一年に神田三崎町に 製版所を設置、次に京橋区日吉町に支店を出し、そ 後業務を拡大して 日吉町十三番地が小川写真製版所 十四番地が小川一眞出版部となった。（
1）　「中塚栄次郎君小伝」 『海外』第三巻第十二号、昭和三年二月、海外社、一二五頁。























































礼の手紙。小川は黒田宅を訪れ、長居をし、その際、絵をもらう約束をしたようである。この手紙から五日後の明治四十三年十月十八日、小川一眞は、黒田とともに、帝室技芸員に任命された。手紙の日付から推察する 、小川は帝室技芸員 の知らせを受け、黒田も一緒だ聞き、黒田宅を訪問したのであろう。 からの絵の贈呈の約束は、祝儀の意味だと考えられる　
差出人の小川の住所は、麻布区霞町二丁目となってお
り、ここは小川の別邸である。小川 本邸は、麻布区麻布宮村町七一番地にあった。



























































































































































































































































いるのは、小川が転居したからである。事業の不振により、小川は麻布の本邸、別邸を引き払い、日吉町 写真館ならびに写真製版印刷所を大正七年 廃業し平塚 移った。平塚では、新た 開設した小川写真化学研究所で国産の印画紙ならびに乾板製造の研究を行った。
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